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〔話題〕 アメリカの小児外科学会に出席して
第 4回アメリカ小児外科学会は H.W. C1atworthy 
会長のもとに 4月 12日より 3日間 Arizona州 Phenix
で行なわれた。
英国に留学していた関係で過去に何回かヨーロッパに
おける小児外科学会には出席しているが，アメリカでの
学会には今回はじめて出席する機会をえた。
紺碧の空，灼熱の太陽，赤茶けた禿山に並び立つサボ
テン，道路わきをかざるヤシの木といった描写より想像
されるように今回の学会の行なわれた Phenix は砂漠
の真中につくられた町である。なぜにこの広いアメ}リカ
で，わざわざこのような所で学会を行なうのか解せない
ことであったが，その理由はこの学会が会員聞の親睦と
いう点に重きを置いてアメリカでも有数の避寒観光地が
えらばれたということである。
アメリカの小児病院は 1850年代に最初のものがつく
られ， 同時に小児外科は初められていたであろうし， 
Boston小児病院の Laddが大きな教科書を書いたのは 
1941年であり，アメリカ各地の大学には小児外科の教授
は既に 12人もおり，小児外科の専門家は 220を数える
といわれるし，世界的にもトップクラスの実績を続けて
いるにもかかわらず，アメリカ小児外科学会は未だ 4回
を数えるにすぎない。これは全く不思議なことである
が，この蛾烈な自由競争の国で，強力な一般外科などよ
りの圧力をうけて，学会発足がどうしてもみとめられず
多年アメリカ小児科学会の一部会としてのみ学会活動を
つづけてきたという事情によるものである。 したがっ
て，この学会自体，未だ基礎作りを懸命に行なっている
段階であり，部外者にとってはきわめて閉鎖的なものと
いう印象が強かった。外国からの出席はいわば例外的な
ものであった。
この学会の本会員は各小児外科施設の chiefのみに限
られており，その数は驚くほど少ないものである。
今年の学会でも演題に関してはきわめて厳しい審査が
行なわれたらしく，大体申込み数の J13にしぼられたと
聞いている。海外からの演題はほ主んど通っていない
し，本会員の加わっていない発表は原則としてみとめら
れないというきびしい条件をしいている。
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演説形式は origina1paper 10分， preliminary re-
port 8分， spectacular case report 3分というふうに
募集された。演題が多いために時間厳守のたてまえか
ら，あまり長いので途中でやめさせられて困っている若
い学者がu、た。 
3日間にわたり originalpaper 32，preliminary re-
port 8，spectacular case report 14題が発表された。
内容別にみると呼吸管理，食道閉鎖，横隔膜ヘノレニア
なども含めて胸部外科に関して 16題，腹部外科，腸管生
理などに関して 24題， 完全静脈栄養法に関して 4題，
小児悪性腫虜 5題，その他ということになっている。
小児外科の歴史を変えるような画期的な発表はとくに
見あたらないが， Swenson，Grossらの老大家がかくし
ゃくとして司会の役を自ら行なうところを見ると，彼ら
のこの学会にかける意気込みが感じられる。
ここで腸管外科に関してトピックスをひろってみる。
新生児壊死性腸炎に関するものが 4題あったが，これは
未熟児管理が進歩してきたために救命される新生児がふ
えたことになり，アメリカでも増加しているのではない
かという説明があった。 
M. J. Bell (Cincinnati)の腸管穿孔前の非常に強力
な保存的療法， D. L.Dudgeon (Los Angeles) の外
科的療法における要点， 1.H. Krasna (New York)の
腸管の低血流状態を改善するために低分子デキストラン
を 10cc/kg，48時間用いて著効例が多かったという報
告， T. A. Broadie (Minnesota) の原因究明のために
小犬で低酸素，後部視床下部刺激などの条件を与えて結
腸の血流の低下を証明した報告などの発表があった。
大腸ポリポージスの治療として大腸全別後， ヒルシシ
プルング民病に行なう Soaveの方法にしたがって， 直
腸管の粘膜抜去後筋層を利用して行なう R. T. Soper 
(Iowa)の pullthrough手術はわれわれの方法と一致
していた。 O.Swenson は彼の方法で手術した 500例
のヒルシシプルング民病の followup study を com-
puterを用いて行ないはじめたo今回は診断との関係で
あったが， seriesで出てくる今後の発表が楽しみであ
る。
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先天性小腸閉鎖の手術時問題となる巨大に拡張した近
位盲端の吻合時の処理について A. A. de Lorimier 
(San Fransisco)は小犬のモデル実験で，そのまま吻合
しでも 2週間以上は拡張部の機能のないことを証明し
た。 E.R. Howard (Charlston) は拡張部の腸管膜附
着部と反対側をひろく切除して整形する方法を用いてよ
い結果を示した。 W.S. Brennom (Seattle)の non-
rotationに伴う捻転の解除後，盲腸部を左腹壁に固定す
べきという主張には，賛否両論がつづいた。 T.Theman 
(Toronto)は食道気管支痩の手術法として GrossC型
の痩孔結業後の端側吻合法を行なった治療成績を示した
が，端々吻合法との差はほとんどなかったようである。
腸管外科と関係して，新生児期における完全経静脈栄
養法に関する 4題では，末柏、静脈を用いる方法，脂肪，
アミノ酸組成の問題について興味深い結論を出してい
た。
さらに 4月 18日から 3日間は SanDiegoの小児病
院において第 6回太平洋小児外科学会が行なわれた。こ
こは南カリフォ Jレニアのメキシコ国境にすぐ近い港を中
心とした観光都市である。
この学会はカナダ， アメリカ西海岸， オーストラリ
ア，香港，日本などをメンバーとする国際学会で，昨年
東京で盛大に行なわれた関係があって，日本ではなじみ
深いものとなっている。駿河教授(順天堂大)は昨年よ
りの会長であり，在米の方々も含めて日本人は 20人ほ
ど出席し，一大クVレープであった。
演題数からいっても日本からの 10題は全体の 1/3に近
い。横山(慶大)の先天性食道狭窄症の経験，植田(大
阪小児保健センター)の先天性胆道閉鎖症に対する肝門
部空腸吻合術後の治癒判定基準について，内野(北大)
の 25例の先天性総胆管嚢腫の治療経験，佐伯(東京小児
病院)の新生児の術後補液療法，小平(東京小児病院)
のヒルシシプルング民病の電顕的研究，岡松(昭和大)
の腐帯ヘルニア閉鎖時の心肺機能に及ぼす影響，角田
(神奈川こども医療センター)の 1970年鎖虹国際分類に
対する批判など，日本からの発表は国際水準に達する力
作が多く心強かった。小生は迷入気管原基組織による下
部食道狭窄症の治療経験と題して，われわれの成績を報
告し，同時に欧米ではほとんど知られていない本症が日
本では今回 45例も集計しえたことを発表し，大きな関
心が示された。
特別口演は T.Trunnell (San Diego) による手術
からうける小児の精神的影響についてで，日ごろないが
しろにしがちな面を指摘され，大いに考えさせられた。
アメリカ小児外科学会の厳しい雰囲気とは異り，かな
りなごやかな感じのものではあったが，一時間に約 3題
の発表討論が行なわれ，十分な質疑，討論がつづけられ
た。 
D. M. Hayes (Los Angeles) の横紋筋肉腫の治療， 
G. Dykstra (Grand Rapids) の小児の膿胸， D.G. 
Hall (Seattle)の先天性横隔ヘルニア， J. Wood (Los 
Angeles)の小児の拝炎， N. A. Myers (Melbσrne)の
小児の拝外傷， L. Lovitch (Los Angeles) の肝生検後
の血性胆汁， J. German (Orange) の小児の原発性腹
膜炎， M. Kubo (Glasgow)の新生児外科病棟における
細菌学， K. T. Shim (Honolulu)の新生児の術中体温
管理， J. R. Campbell (Portland)の小児の S宇状結
腸捻転など小児外科全般にわたって非常に practicalな
演題が多かったが，症例数の点でわれわれの経験例の何
十倍にも達する疾患も多く，教えられることは数多か
った。
アメリカ西海岸にはわれわれにも顔なじみの学者が多
く，毎夜席をかえて行われるパーティでは親睦，情報交
換も十二分に行いえた。日本を重要メンバーとする本学
会を今後とも育てていきたいものである。 
(1973. 6. 11受付)
